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●
安
全
の
確
保
に
は
、
い
く
ら

ハ
ー
ド
対
策
が
向
上
し
て
も
、

最
後
は
人
の
手
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、 

人

が
疲
労
を
溜
め
ず
に
運
転
で
き

る
環
境
の
整
備
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
バ
ス
産
業

は
、
要
員
不
足
を
背
景
に
、
過

酷
な
労
働
実
態
に
あ
る
。
要
員

確
保
や
労
働
条
件
の
改
善
に
よ

り
「
魅
力
あ
る
バ
ス
産
業
」
を

構
築
で
き
る
よ
う
、
支
援
を
お

願
い
す
る
。

●
安
全
問
題
の
解
決
に
は
、
要

員
問
題
が
切
り
離
せ
な
い
。

　

福
知
山
線
列
車
脱
線
事
故
か

ら
13
年
が
経
過
。
私
達
は
公
共

交
通
を
支
え
る
者
と
し
て
、
グ

ル
ー
プ
会
社
の
一
員
と
し
て
、

ま
た
労
働
組
合
と
し
て
、
二
度

と
悲
惨
な
事
故
は
起
こ
し
て
は

な
ら
な
い
と
の
思
い
の
中
、
安

全
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

　

し
か
し
、
当
社
も
過
去
に
新

名
神
高
速
道
追
突
事
故
や
、
東

名
高
速
道
路
を
バ
ッ
ク
で
走
行

す
る
と
い
う
後
退
事
象
を
起
こ

し
て
き
た
。
京
都
市
の
委
託
事

業
で
は
、
実
車
走
行
時
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
す
る
な

ど
、
お
客
様
の
信
頼
を
な
く
し

か
ね
な
い
事
象
も
発
生
さ
せ
て

い
る
。

　

国
土
交
通
省
に
よ
る
「
バ
ス

運
転
者
の
労
働
時
間
等
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
拘

束
時
間
に
つ
い
て
13
時
間
以
上

が
約
19
％
、
睡
眠
時
間
５
時
間

未
満
が
約
25
％
、
連
続
勤
務
日

数
に
つ
い
て
10
日
以
上
が
約

37
％
と
い
う
。

　

世
間
一
般
の
労
働
者
と
比
較

す
る
と
、
非
常
に
過
酷
な
労
働

実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

る
。こ
れ
で
は
間
違
い
な
く
負

の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連
絡
会
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
方
交

運
労
協
へ
の
取
り
組
み
も
含
め

本
部
の
支
援
を
お
願
い
す
る
。

●
西
バ
ス
地
本
は
２
０
１
８
春

闘
に
お
い
て
、
５
年
連
続
の
ベ

ア
獲
得
や
55
歳
以
上
社
員
の
賃

金
調
整
率
１
％
改
善
・
年
間
臨

給
５
・
１
０
ヶ
月
＋
３
万
円
な

ど
の
多
く
の
成
果
を
獲
得
し
て

き
た
。

　

安
全
に
つ
い
て
、
４
月
よ
り

ポ
イ
ン
ト
の
累
積
で
処
分
と
す

る
ポ
イ
ン
ト
制
を
導
入
。
会
社

は
懲
戒
処
分
の
明
ら
か
な
減
少

を
明
言
す
る
が
、さ
ら
な
る
安

全
水
準
を
上
げ
る
べ
く
、
粘
り

強
く
交
渉
し
て
い
き
た
い
。

●
西
バ
ス
会
社
も
発
足
30
年
を

迎
え
た
。
３
年
連
続
で
バ
ス
事

業
だ
け
で
の
黒
字
を
達
成
し
た

が
、
ま
だ
安
定
し
た
と
は
言
い

難
い
。

　

先
般
に
発
生
し
た
地
震
や
水

害
の
際
に
は
、
予
期
せ
ぬ
災
害

の
為
、
高
速
道
路
が
寸
断
さ

れ
、
運
休
せ
ざ
る
を
え
な
い
不

測
の
事
態
が
発
生
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
会
社
の
収
支
に

直
結
し
、
来
期
の
春
闘
に
影
響

を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
そ
う
な

ら
な
い
為
に
も
、
中
央
本
部
の

皆
様
に
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
に

対
し
て
も
支
援
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
提

言
し
て
い
た
だ
き
た
い

●
西
バ
ス
地
本
に
は
、
国
労
12

名
、
未
加
入
３
名
が
い
る
。
一

企
業
一
組
合
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
国
労
12
名
に
つ

い
て
は
、
い
ず
れ
も
50
歳
以
上

で
あ
り
、
自
然
消
滅
も
考
え
ら

れ
る
が
、
良
識
の
あ
る
国
労
組

合
員
や
新
規
採
用
社
員
が
、
一

人
で
も
多
く
J
R
西
労
組
に
加

入
す
る
よ
う
、
関
係
分
会
の
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

●
今
回
の
西
日
本
豪
雨
災
害
で

山
陽
本
線
を
含
め
、
復
旧
の
メ

ド
が
立
た
な
い
箇
所
が
多
く
あ

る
。
現
在
も
振
り
替
え
輸
送
と

い
う
こ
と
で
、
お
客
様
を
送

り
、
新
幹
線
を
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
現
在
東
広
島
駅

で
は
、
１
０
０
０
人
以
上
の
お

客
様
が
集
中
す
る
中
、新
幹
線

で
の
振
替
輸
送
を
行
っ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

　

駅
に
流
入
し
た
土
砂
を
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
取
り
除
こ

う
と
さ
れ
て
い
て
、
社
員
は

行
っ
て
い
な
い
。
Ｊ
Ｒ
は
ど
う

し
た
？
と
い
う
声
が
あ
っ
た
と

も
聞
い
て
い
る
。

　

広
島
地
本
と
し
て
も
、
早
急

に
広
島
支
社
に
対
し
て
、
重
要

な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
鉄
道
網
の

早
期
復
旧
に
向
け
て
、
短
・
中

期
的
に
は
何
が
で
き
る
か
を
、

労
使
で
議
論
の
場
を
設
け
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

引
き
続
き
、
本
部
・
各
地

本
・
総
支
部
の
皆
様
に
、
経
験

を
踏
ま
え
た
ご
指
導
・
ご
支
援

を
お
願
い
し
た
い
。

●
本
年
１
月
26
日
、
芸
備
線
、

井
原
市
〜
志
和
日
間
で
、
伐
採

作
業
箇
所
へ
移
動
中
に
、
協
力

会
社
の
作
業
員
が
、
進
来
し
て

き
た
列
車
と
触
車
。
ま
た
、
こ

の
触
車
事
故
の
５
日
前
に
も
、

幡
生
駅
構
内
で
線
閉
区
間
を
誤

認
し
、
進
来
し
て
き
た
列
車
が

汽
笛
吹
鳴
後
、
停
止
す
る
と
い

う「
あ
わ
や
死
亡
労
災
」に
つ
な

が
る
事
象
も
発
生
し
て
い
る
。

　

地
本
と
し
て
、
直
ち
に
支
社

に
対
し
て
申
し
入
れ
を
行
い
、

原
因
・
対
策
に
つ
い
て
議
論
を

行
っ
た
。

　

ど
ち
ら
の
事
象
も
守
る
べ
き

ル
ー
ル
を
大
き
く
逸
脱
し
、
幡

生
駅
の
事
象
は
、
勝
手
な
解
釈

で
の
作
業
が
日
常
化
し
て
い
る

と
い
う
非
常
に
悪
質
な
業
務
実

態
で
あ
っ
た
。

　

触
車
事
故
に
お
い
て
は
、
作

業
前
Ｍ
Ｔ
で
の
明
確
な
指
示
欠

如
が
あ
っ
た
。
今
一
度
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
が
監
督
責
任
者
と
し
て

の
自
覚
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

●
J
R
東
労
組
大
量
脱
退
に
対

し
て
、
現
在
の
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ

オ
ン
の
勢
力
で
は
、
脱
退
者
の

吸
収
は
非
現
実
的
で
あ
る
と
考

え
る
。

　

３
３
、
０
０
０
人
を
超
え
る

脱
退
者
に
対
し
て
、
既
に
革
マ

ル
派
の
活
動
家
が
影
響
力
を
行

使
し
う
る
立
場
で
は
な
い
中
、

今
こ
そ
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
中
核
組

織
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
労
組
が
中
心

と
な
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
純

粋
な
労
働
者
を
救
済
す
る
こ
と

を
お
願
い
し
た
い
。

●
契
約
社
員
の
確
保
は
年
々
厳

し
く
な
り
、
契
約
社
員
担
務
の

社
員
運
用
が
常
態
化
し
て
い

る
。

　

契
約
社
員
の
契
約
途
中
で
の

退
職
も
近
年
増
加
傾
向
に
あ

る
。
理
由
と
し
て
は
、
正
社
員

へ
の
合
格
率
が
非
常
に
低
位
に

あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
他
の
仕

事
を
捜
し
な
が
ら
、
駅
の
窓
口

業
務
を
行
う
と
い
う
状
況
を
生

み
出
し
て
い
る
。

　

契
約
社
員
担
務
の
全
廃
を
基

本
と
し
、
ま
ず
は
契
約
社
員
担

務
を
一
担
務
で
も
正
社
員
化
に

す
る
こ
と
。
さ
ら
に
は
、
「
正

社
員
試
験
は
、
新
卒
と
同
じ
入

社
試
験
で
あ
る
と
の
観
点
か

ら
、
筆
記
・
面
接
、
医
適
・
運

適
。
通
教
は
営
業
と
安
全
概
論

の
二
科
目
。
現
場
長
評
価
は
加

点
し
な
い
」
。
な
ど
の
明
確
な

基
準
を
作
る
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

合
格
率
を
上
げ
る
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。

●
来
年
１
月
に
実
施
さ
れ
る
下

関
市
議
選
で
の
現
職
、
山
下
隆

夫
氏
の
再
選
。
４
月
に
実
施
さ

れ
る
第
19
回
統
一
地
方
選
に
お

い
て
は
、
現
下
関
市
議
の
酒
本

哲
也
氏
が
山
口
県
議
に
立
候

補
。
さ
ら
に
は
、
今
大
会
で
議

長
団
席
に
座
っ
て
い
る
「
柿
本

忠
則
」
地
本
副
委
員
長
が
、
広

島
県
議
選
に
立
候
補
す
る
。

　

３
名
の
全
員
当
選
に
向
け
、全

力
で
闘
う
決
意
を
申
し
上
げ

る
。
　

最
後
に
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
公
式

野
球
部
が
、
３
年
連
続
で
都
市

対
抗
野
球
へ
の
出
場
が
決
定
。

本
部
を
は
じ
め
、
各
地
方
本

部
・
総
支
部
か
ら
の
暖
か
い
ご

支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

●
６
月
18
日
に
発
生
し
た
大
阪

北
部
地
震
の
際
に
、
各
地
方
の

皆
様
か
ら
心
温
ま
る
言
葉
を
い

た
だ
き
、
感
謝
を
申
し
上
げ

る
。
幸
い
に
も
組
合
員
に
は
、

大
き
な
被
災
の
報
告
も
な
く
、

安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
西
日
本
豪
雨
で
各
地

に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。

大
阪
地
本
と
し
て
も
最
大
限
の

支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
昨
年
度
、
大
阪
地
本
管
内

で
36
協
定
違
反
が
発
生
し
た
。

　

そ
の
反
省
に
基
づ
き
、
労
使

で
「
働
き
方
改
革
」
を
進
め
て

い
た
。
そ
の
矢
先
、
今
年
度
始

め
に
、
本
社
で
36
協
定
違
反

が
発
生
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
内
容
が
、
近
畿

統
括
本
部
、
支
社
に
共
有
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
非

常
に
残
念
と
の
思
い
で
あ
る
。

会
社
の
「
働
き
方
改
革
」
の
姿

勢
に
疑
問
を
感
じ
る
。
良
い
こ

と
も
悪
い
こ
と
も
会
社
内
で
共

有
す
べ
き
で
あ
る
。

　

本
部
も
、
地
本
に
警
鐘
を
鳴

ら
す
意
味
を
含
め
て
、
情
報
提

供
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
地
本

で
も
議
論
は
行
っ
て
い
る
が
、

組
合
員
の
命
を
守
る
た
め
、
今

一
度
「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い

て
、
労
使
協
議
を
要
請
す
る
。

●
外
国
籍
社
員
の
採
用
に
つ
い

て
、
ア
ー
バ
ン
エ
リ
ア
に
外
国

籍
社
員
を
採
用
し
て
３
年
に
な

る
。
本
人
達
に
き
め
細
や
か
な

対
応
を
頂
い
て
い
る
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
る
。

　

す
で
に
外
国
籍
社
員
の
課
題

に
つ
い
て
は
、
把
握
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
う
が
、
単
刀
直
入

に
言
う
と
、
無
責
任
な
採
用
と

し
か
思
え
な
い
。

　

外
国
籍
社
員
の
運
用
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。
採
用
を
否

定
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
採

用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
退
職
ま

で
の
運
用
や
福
利
厚
生
を
考
え

て
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

来
年
度
に
向
け
て
き
っ
ち
り
整

理
し
て
頂
き
た
い
。

●
２
０
０
５
年
福
知
山
線
列
車

事
故
、
２
０
０
６
年
伯
備
線
触

車
死
亡
事
故
を
決
し
て
忘
れ
る

事
な
く
、
こ
の
間
、
福
知
山
地

本
で
も
安
全
確
立
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
２
０
１

７
年
９
月
20
日
、
福
知
山
電
車

区
構
内
で
死
亡
労
災
事
故
を
発

生
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　

福
知
山
支
社
内
で
の
死
亡
労

災
事
故
は
、
Ｊ
Ｒ
発
足
以
来
始

め
て
の
事
で
あ
る
。
ま
た
、「
安

全
考
動
計
画
２
０
１
７
」
を
最

終
年
度
と
し
、
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
る
最
中
に
起
き
た
事

象
で
あ
っ
た
。

　

中
央
本
部
は
、
直
ち
に
会
社

と
議
論
を
し
、
地
本
も
、
会
社

と
、
原
因
や
再
発
防
止
に
つ
い

て
議
論
し
た
。
も
う
二
度
と
鉄

道
に
関
わ
る
仲
間
が
、
現
場
で

命
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
、地

本
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

●「
安
全
考
動
計
画
２
０
２
２
」

の
ア
サ
ー
シ
ョ
ン（
適
切
に
自
己

主
張
を
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
）に
つ
い
て

は
、し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。
第

三
者
評
価
報
告
書
に
も
あ
っ
た

「
組
織
風
土
の
改
革
」
に
繋
が

る
と
考
え
る
が
、今
後
の
進
め

方
を
お
聞
か
せ
頂
き
た
い
。

　

ま
た
、
新
幹
線
で
の
殺
傷
事

件
を
踏
ま
え
、
ワ
ン
マ
ン
運
転

時
の
対
応
策
や
予
防
策
に
つ
い

て
、
在
来
線
も
含
め
、
会
社
と

の
議
論
を
要
請
す
る
。

●
ア
ー
バ
ン
に
は
な
い
地
方
エ

リ
ア
の
駅
の
課
題
は
、「
冬
は

雪
、
春
夏
秋
は
草
」
と
自
然
と

の
闘
い
で
あ
る
。
管
理
駅
で
あ

る
無
人
駅
の
除
草
。
無
人
駅
の

お
客
様
介
助
。
地
方
の
業
務
の

あ
り
方
を
考
慮
し
た
議
論
を
要

請
す
る
。

●
昇
職
に
つ
い
て
、
意
欲
が
あ

る
者
が
報
わ
れ
る
研
修
は
続
け

て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
今
あ
る

研
修
の
意
義
と
効
果
を
検
証
す

べ
き
で
あ
る
。

●
作
業
責
任
者
の
業
務
は
、
線

路
閉
鎖
工
事
等
の
運
転
手
続
き

書
類
作
成
や
申
請
で
あ
る
。

　

作
業
内
容
、
作
業
箇
所
、
作

業
員
等
を
考
慮
し
、
作
業
工
程

を
計
画
し
、
安
全
に
作
業
を
行

う
た
め
に
作
業
計
画
書
を
事
前

に
作
成
す
る
。

　

当
日
、
現
場
で
は
、
関
係
指

令
へ
の
連
絡
を
は
じ
め
と
し
た

運
転
手
続
き
。
作
業
員
の
体
調

管
理
や
作
業
工
程
を
管
理
し
な

が
ら
、
夏
は
猛
暑
日
の
屋
外
作

業
、
冬
は
暴
風
雪
で
の
作
業
。

そ
の
間
も
、
全
作
業
員
が
安
全

第
一
に
作
業
を
行
え
る
様
に
注

意
を
払
っ
て
い
る
。

　

列
車
見
張
員
に
つ
い
て
も
、

作
業
グ
ル
ー
プ
全
員
の
命
を
守

り
、
異
常
が
認
め
ら
れ
た
際
に

は
疇
躇
す
る
こ
と
な
く
、
列
車

停
止
を
行
う
と
い
う
責
務
を

担
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
万
が
一
、
作
業
中
に

グ
ル
ー
プ
の
誰
か
が
怪
我
を
す

る
、
命
を
落
と
す
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
作
業
責
任
者
・
列

車
見
張
員
に
は
、「
刑
事
責
任
」

が
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
重
責
を
担
っ
て

い
る
作
業
責
任
者
へ
の
手
当
の

増
額
と
、
列
車
見
張
員
へ
の
手

当
の
新
設
を
強
く
求
め
る
。

●
支
社
は
、
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ 

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
、
日
本
旅
行
等

の
共
同
に
よ
り
、【
近
畿
の
キ

タ
だ
よ
、
北
近
畿
！
】
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
２
０
１
７
年
６
月

か
ら
実
施
。
そ
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、「
天
空
の
城
竹
田

城
跡
号
」と「
丹
波
く
ろ
ま
つ

号
」を
連
結
し
て
イ
ベン
ト
列
車

「
ぐ
る
っ
と
北
近
畿
」を
運
行
し

て
い
る
。

●
４
月
26
日
に
、「
日
本
海
縦

断
観
光
ル
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ

た
。
北
陸
か
ら
近
畿
エ
リ
ア
内

の
、
日
本
海
側
沿
線
自
治
体
７

市
と
、
企
業
等
66
団
体
が
参
加

し
て
い
る
。

　

東
京
〜
大
阪
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ル
ー
ト
に
匹
敵
す
る
日
本
海
側

の
ル
ー
ト
を
確
立
し
て
、
観
光

交
流
人
口
を
増
や
そ
う
と
い
う

取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
い
の

で
、
ご
支
援
頂
き
た
い
。

「
魅
力
あ
る
バ
ス
産
業
」の

　
　
　
　
　

構
築
に
支
援
を

西
バ
ス
地
本
　
山
口
代
議
員

監
督
責
任
者
と
し
て
の
自
覚
を

広
島
地
本
　
宮
川
代
議
員

36
協
定
違
反
の
情
報
共
有
を

大
阪
地
本
　
石
田
原
代
議
員

二
度
と
仲
間
が
命
を
落
と
さ
な
い
な
め
に

福
知
山
地
本
　
藤
原
代
議
員

全
体
質
疑


